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（注意事項） 

１ 問題用紙は指示があるまで開いてはいけません。 

２ 問題用紙は本文４ページです。答案用紙は２枚です。 

３ 答案用紙の所定欄に受験番号を記入しなさい。 

４ 答えはすべて答案用紙の指定のところに、横書きで記入しなさい。 

５ アルファベット文字や数字は、１マスに１字で記入しなさい。 

６ 字数制限のある解答については、句読点を１字と数えること。 

７ 試験終了後、問題用紙と下書き用紙は持ち帰ってください。 

 



Ⅰ．次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。 

 

 私たちが、ふだん使用している地名は日常語と変わりないものですが、それだけに、

ややもすれば、単に伝達の手段であり、また弁別の手段としか考えられていません。し

かし一つの土地を弁別してそれを他人に伝達するための標識というだけならば、地名は

記号にすぎなくなります。記号は、人間の感情を誘発することがありません。私たちが

地名にふれて、共同感情を喚起するというのは、地名に記号と正反対の性格、すなわち

日本人の想像力を刺激するものがあるからです。今日、「住居表示に関する法律」にも

とづいて町名地番を変えようとする動き、とくにそこに～丁目～番地と、数字を連続し

て使用する試みは、地名のもつ特質をみごとにつかまえそこねています。記号も数字も

何らのイメージを形成することはありません。しかし地名は、それがむずかしい呼称や

読み方であればあるほど、つよいイメージを放ちます。そうすることで共同の認識に役

立ち得るという効用をもっています。したがって難解で小さな町名を抹消して（Ａ）簡

明な大町名に変え、その下に数字を置くという方法は愚の骨頂といえます。 

 地名の魅力はさまざまですが、地名の意味がかくされており、それを探しあてるとい

う点も大きいと思われます。そうしたことがどうして起こるかといえば、一つは命名の

動機が後世になると、つかめなくなっていることがあります。たとえば、古代人が鉄や

銅で作った鐸をサナキと呼んだということは今日ではふつう知られていません。そこで

佐鳴とか猿投とか佐那具とか表記された地名の場合、それをただちにサナキ（鐸）とむ

すびつけて考えることができません。あれこれせんさくのすえ、ある解釈にたどりつく

わけですが、そうした地名の語源を追究することが地名の魅力の一つであることは否定

しがたいものです。 

 地名に意味がかくされているといえるもう一つの理由は、地名はそのはじめに、内輪

の仲間同志の命名からはじまったと考えられるからです。主語を省く日本の古典が内輪

の者同志の文体と見なされているように、地名も仲間さえわかれば、それでよいところ

があります。泉はどの村でもありますが、ある村のある人びとにとっては、泉といえば、

それはきまった一ケ所の泉を指します。外来者には泉といっただけでは、そこがどこか

わかりませんが、村の中だけで一生を終える人たちにとっては、それだけで充分用が足

りるのです。したがって（Ｂ）泉は普通名詞でありながら、また固有名詞の役目もつと

めるということになります。 

（出典：谷川健一編著『現代「地名」考』日本放送出版協会、1979年、14-15頁） 

 

 

［問１］下線部（Ａ）「簡明な大町名に変え、その下に数字を置くという方法」とは、

どういうことを指すのか。本文の記述をもとに 70字以内で述べなさい。 

 

著作権の関係上非公表としております



［問２］下線部（Ｂ）「泉は普通名詞でありながら、また固有名詞の役目もつとめる」

とは、どういう意味か。本文を踏まえて 150字以内で述べなさい。 

 

［問３］編者の谷川健一らのグループは、日本にある昔からの町名が消えていくことに

反対し、旧町名の復活を訴える「地名を守る会」を立ち上げて活動してきた。

その後、旧町名の一部を復活させた自治体も登場している。石川県の県庁所在

地、金沢市は先進例である。金沢市尾張町 2丁目の一部だったところを、平成

11 年 10 月 1 日に約 30世帯分を「主計町（かずえまち）」として復活させた。

その後も旧町名がいくつか復活している。これについてどう考えるか、あなた

の意見を 400字以内で述べなさい。 

  



Ⅱ．次の文章を読んで、以下の問いに答えなさい。 

 

 経済的な移民にせよ政治的な難民にせよ、以前であれば受け入れ先での二級市民的な

扱いはそれなりに当然なものと見なされていた。完全に同等の存在として認められるに

は、移入先の文化に十二分に同化することが必要であり、しかも何代か経ってからとい

うのが普通だったのである。ところが今日、移民や難民のうちの一定数の人々は、かつ

てよりも容易に国の境を越え、またインターネットを駆使して各種の情報を収集し、そ

れに基づいてさまざまな権利の要求を行う。 

 それはある意味で当然のことだろう。難民の場合、多くは先進諸国が始めた戦争の犠

牲者という色合いが強い。また収入を得るための移民にせよ、先進諸国が支配的な力を

行使する国際経済システムの荒波にもまれて致し方なく、といったケースも少なくない

のである。しかし（Ａ）受け入れ先の国民の中には、これを見て憤慨する人もかなりの

数に上っている。いかなる理由で流入したのであれ、新しく来た人々は遠慮すべきだと

か、そもそも自分たちや先祖たちも移民として入ってきたとき、かなりの辛苦に耐えた

ものだ、といった憤懣が沸き起こるのを阻止するのは相当に難しい。 

 では、この両者がともに住んでいる地域にはいかなる共有価値が沈殿し、どのような

社会が成立していると言えるのだろうか。ここで注意しておきたいのは、電子的な情報

が瞬時に国境を越え、物理的な移動もとても簡単になり、そして各種の文化的な集団や、

あるいはさまざまに異なる文化的背景を持つ諸個人が多岐にわたる要求を掲げるよう

になった今日のグローバルな世界において、社会の多様化と流動化が激越に進み、その

結果、ごく小さな地域に関してでさえ共有価値に基づいた確固たる社会というイメージ

が抱かれにくくなってしまった、ということである。 

国際社会なるものはまだ現実化していないと 20 世紀の中盤にマートンが述べたとき、

そこに含意されていたのは、いずれ一つのグローバルな社会が盤石なものとして立ち現

れる可能性があるということ、また既に地域社会や国民社会の水準では共有価値による

裏打ちがかなりの程度なされているということであった。ところが今や、国民社会はも

とより地域社会においても、ほぼ全員に分有された「価値の沈殿物」を認めるのは非常

に難しい。グローバル化が進めば価値の共有範囲が拡大するだろうというアイディアは

必ずしも間違いではなく、例えば人権思想が世界中に拡がっていくというのはその好例

と言うことができる。しかしながらその一方、グローバル化がもたらす社会の多様化と

流動化により、大きな社会から小さな社会に至るまでさまざまな亀裂が入ってしまうと

いう事態を見過ごすわけにはいかない。絶えざる移民の流入に直面しているヨーロッパ

では、多様なライフスタイルや活動への理解度が増した反面、自由民主主義的な基準に

合わない人たちへの寛容度は減じつつあるという。（Ｂ)グローバル化にともなって社会

はかなり混沌としたものになってきた。 

 生活世界の多様化と流動化の要因としてはグローバル化だけでなく高度情報化など 

著作権の関係上非公表としております



も考えられるが、いずれにせよ今日の社会関係に見られる多様性と流動性の高まりが共

有価値に基づく社会統合という古典的な社会学の考え方を掘り崩しつつある、というの

はたしかだろう。今、求められているのは、エスニシティ、ジェンダー、階層、宗教、

準拠集団・組織などに関して社会的な意味空間が激烈なまでに多様性と流動性を増して

いるなか、それでも（Ｃ）共有価値をもとにした社会というものが果たして可能なのか

どうか、またもし可能だとして、その場合の価値の中身はどういったものになるのか、

そしてそれが無理な場合、共有価値に依拠しない新たな社会のありようとしてはいかな

るものが構想され得るのか、などといったことについての考えを深めていくことである。

それは旧来型の社会学的な思考ではなかなか解き得ない、きわめて挑戦し甲斐のある課

題と言うことができよう。 

 この最先端の課題にすぐさま答えを出すわけにはもちろんいかない。しかし今日のグ

ローバルな社会情勢に対してさまざまな角度からアプローチする営みを有意に積み重

ねていけば、解答の糸口はつかめるかもしれない。 

（出典：山田真茂留「グローバル現代社会論－イントロダクション－」山田真茂留編著『グロー

バル現代社会論』文眞堂、2018年、5-6頁。なお本文中の項目題名および引用文献の表記はすべ

て表示を略した。） 

 

 

［問１］下線部（Ａ）に関して、筆者はなぜ受け入れ先の国民が憤慨すると考えている

か、その理由を 100字以内で述べなさい。 

 

［問２］下線部（Ｂ）に関して、筆者はなぜ社会が混沌としたものになってきたと考え

ているか、その理由を 200字以内で述べなさい。 

 

［問３］下線部（Ｃ）に関して、あなた自身が考える「共有価値をもとにした社会」と

「共有価値に依拠しない社会」とはどのようなものか、300字以内で述べなさ

い。 

著作権の関係上非公表としております


